
国立療養所栗生楽泉園

栗生楽泉園の松井です。よろしくお願いします。
縁あってハンセン病療養施設栗生楽泉園に参りまして1年がたちました。



草津温泉は「草津よいとこ薬のいで湯」と上毛かるたで読まれ、万病に効能がある薬の湯
として古くから全国的にも知られる名湯です。



草津が温泉観光地として脚光を浴びるに伴い、ハンセン病を病む患者との一線を置
いた集落の移転、以来90年の歴史が国立療養所栗生楽泉園にはございます。



重官房資料館より

ハンセン病は顔や手足など衣服に隠れない部位に変形など後遺症が残ってしまい、
過去に悪い行いの報い、隔離が必要な恐ろしい伝染病と考えられてきました。



現在でもハンセン病に対する理解不足のため、偏見や差別が根強く残っています。



当園は入所者47名の医療、看護、介護、生活支援が主な業務であり、その中で検
査科の果たすべき役割を検査科スタッフ3名で取り組んでおります。





まずはこれ?!
希望もしていないのに?
なんで栗生楽泉園?
楽泉園てどこ?
雪かき、草刈が仕事なんでしょう?
マイナスイメージ 強くないですか?



でも大丈夫!!!!!。
楽しくなるか、ならないかはあなた次第です。



重監房資料館不自由者棟
第１センター

第１病棟

一般舎

検査科

(新)治療棟

社会交流会館

左奥から不自由舎棟第一センター、その手前が
第一病棟、右中央が一般舎、そのほぼ真ん中に
検査科があります。
不自由舎棟とは障害が重度で職員の介護が必
要な方がいて、一般舎とは入所舎の半数が生活
してている自立できている一般的に健康な方が生
活をしています。



栗生楽泉園

鈴蘭宿舎

スライド奥より草津白根山、草津の温泉街、職員宿舎(鈴蘭荘)、そして赤の枠の中全て
が栗生楽泉園になります。



ご視聴できないのが残念です



検査科案内③

検査科室内の紹介

測定機器等

6年前に検査システム、生化、免疫、血算、尿検査等の分析装置を一新致しました。
令和4年度機器整備において今年度中に検査システム及び超音波装置が納入予定となっ

ております。十分に一般施設同様な検査スペックは持っておりますが可動件数は日に数件
と言う状況です。



検査科スタッフ 職員数：3 名

●臨床検査技師長 ←NHO沼田病院より1年経過

担当：統括、生理検査担当

海釣り番長

●副臨床検査技師長 ←NHO西新潟中央病院より2年経過

担当：検体検査、ICT、細菌検査担当

バトミントン部の一兵卒、せわしい人です。

●医化学主任 ←NHO東長野病院より2.5年経過

担当：検体検査、NST担当

バトミントン部の鬼軍曹

まつい
松井

ふるた
古田

ふるえ
古江



本来の検査業務以外で検査科が取り組んでいることの一部をご紹介します。
精度管理、統計もきちんとやっていますし、機器のメンテナンスも普通に毎日やっています。
ただ、検査の数が少ないだけの検査科です。入所者を楽しませる行事は数々あります。
検査の業務だけが我々の仕事ではございません。



西群馬や沼田の時もこんなことやったことなかったですがここでは仕事と思って去年はじめ挑戦し
してみました。今年も七夕に向けて現在作成中です。



年一回ですが入所者さんらが作成した作品展が1週間に渡り展示されます。各職場への要請も
あり、検査科として今回参加した紹介です。検査科発行の情報誌(検査科だより)、基準値一
覧表、検査科で作成した医療安全カレンダー、検査科で作成した検査科紹介の動画上映など
入所者自治会との交流、職員相互の親睦、協働、検査科のアピールなど目的として参加しまし
た。



入所者さんのコロナワクチン接種の送迎、草津町へのワクチン接種の打ち手としての参画、日
直としての園内見回りなど一般の施設では普通経験しないような検査の仕事以外のことが沢
山あるのが楽泉園です。
これらはほんの一部に過ぎません。我々の入所者全47名の医療、看護、介護、生活支援が
主な我々の業務となります。



現在
2022年 令和4年

開園当時
1932年 昭和7年

楽泉園の施設紹介をさせて頂きます。

楽泉園はちょっと特殊なため、
楽泉園を語る時にその施設はなんなんかい?
と言う所も話さない訳にはいきません。



そ

ハンセン病とは

ハンセン病とは、乳幼児期の「らい菌」への頻回な接触によって、稀に
発病する慢性感染症です。

らい菌は、結核菌などと同様に抗酸菌のなかまです。
1873年(明治6年)にノルウェーの医師であるアルマウェル・ハンセンによって
発見されました。



そ

そそ多彩な皮膚症状

獅子面と呼ばれる特徴的な顔

紅斑～環状紅斑が散在している

左右対称性の紅斑～環状紅斑局面

国立感染研究所ホームページより

手足や顔の激しい変形が症状に現れることから家族や身内に発症者が出
ると奥座敷や離れの小屋などに押し込められた人や故郷を追い出されて放
浪の旅に出る人などいました。
これらの方々の療養施設、第二の故郷が楽泉園です。



そ

施設概要

施設名:国立療養所栗生楽泉園

所在地:群馬県吾妻郡草津町

機能:国立ハンセン療養所施設

開園:1932年 (昭和7年)11月16日

くりゅうらくせんえん

あがつもぐんくさつまち

所管は厚生労働省、厚生労働技官で本来の国家公務員となります。
人事異動通知書においても厚生労働技官医療職○級の臨床検査技師長に採用する。
また、自動車運転手に併任するとして辞令を頂いております。
一度、NHOの退職願いを書いて退職し厚生労働技官に採用という形になります。



そ

創設の経緯

草津温泉はハンセン病に効果があると言われ
温泉街の東のはずれにハンセン病者が集住し
湯之沢集落を形成しました。

健常人と患者との同宿や混浴は公衆衛生上好
ましくないとの理由から、湯之澤集落の移転
収容を主な目的として国立療養所栗生楽泉園
が設置されました。

湯之澤集落の患者を収容するため、当園には
国内唯一の自由地区(下地区)がつくられまし
た。



そ

自由地区と療養地区

自由地区と療養地区とに、二分されていまし
た。(当時)

自由地区(下地区)は、湯之澤集落の患者をは
じめ、経済力のある患者を全国各地から移住
でつくられた移住区で、治療費は無料ですが、
住居費、食費などは患者さんが自己負担しま
した。

療養地区(上地区、中地区)は、治療費、住居
費食費など、すべての費用が国が負担する住
居区で患者さんは無料で療養できました。



そ

全国のハンセン病施設

国立療養施設 13施設
・松丘保養園(青森県)  ・巴久光明園(岡山県)
・東北新生園(宮城県)  ・大島青松園(香川県)
・栗生楽泉園(群馬県) ・菊池恵楓園(熊本県)
・多磨全生園(東京都) ・星塚敬愛園(鹿児島県)
・駿河療養所(静岡県) ・奄美和光園(鹿児島県)
・長島愛生園(岡山県) ・沖縄愛楽園(沖縄県)

・宮古南静園(沖縄県)
私立療養所 1施設
・神山復生病院(静岡県)



そ

療養生活の場
①一般舎 (通称:第3センター)
身体障害が軽度で、日常生活が自立している
入所者が療養生活を送っています。

②不自由者棟 (通称:第1センター)
身体障害が重度で、職員の介護を必要とする
入所者が療養生活を送っています。

③病棟
肺炎や心不全などの病気を併発して入院治療
を必要とする入所者が療養生活を送っていま
す。



①

③

②

①



栗生楽泉園ふしぎ発見!

ハンセン病療養所だから、草津だから、
栗生楽泉園だからそこには独自・独特な
文化があります。



そ

私が着任したとき、「入所者を患者と呼ばないで
ください」と説明されました。

栗生楽泉園ふしぎ発見 －1－

入所者のほとんどは本名でなく、園名と呼ばれる
偽名を名乗っています。一人で10個の園名を持っ
ている入所者もいます。

園内の居室は、入所者にとっての自宅です。

舎籍と呼ばれる園独自の戸籍制度があります。



そ

栗生楽泉園ふしぎ発見 －2－

上地区と下地区と呼ばれる住居区域があります。

自立している入所者は一般舎、介護が必要な入所
者は不自由者棟、入院治療が必要な入所者は病棟、
それぞれ療養生活を送っています。

入所者が一般舎や不自由棟から病棟に移ることを
入室と呼んでいます。入院とは呼ばないようです。

一般舎の給食は、生活介助係の職員が配食車で世
帯別に配達しています。



そ

栗生楽泉園ふしぎ発見 －3－

全盲の入所者に現在地を知らせるために、園内道
路の分岐点や建物前には盲導鈴が設置されていま
す。人が近づくと、場所の名称を知らせる音声や
童謡などのメロディーが流れます。

全盲の入所者の転倒防止と誘導のために、園内道
路の路肩に金属パイプ製の手すりが設置されてい
ます。これを盲導柵と呼びます。

弱視の入所者を誘導するために、園内道路の中央
には盲導線と呼ばれる白線が引かれています。



盲導鈴 盲導線





そ

栗生楽泉園ふしぎ発見 －4－
園内放送が1日3回行われます。
(8時30分、11時30分、16時30分)
各科の担当医、各種お知らせ、最低気温と最高気
温、昼夕の献立、翌日の献立などアナウンスされ
ます。職員の人事異動なども放送されます。

園内には売店はありません。その代わり、草津町
や近隣町村からコンビニ店の移動販売車などが来
園します。

園内には草津温泉湯畑から引いた源泉かけ流しの
共同浴場があります。入所者は男女混浴。職員は
男女別浴。職員共同浴場は更衣等棟1階と宿舎地区
内に有ります。



そ

草津温泉湯畑の一番左側の１本の桶が無償提供され楽泉園には６か所に温泉が引
かれています。



そ

今後の課題

課題は山ほどあるけど、
前を向いて歩いて行こう



そ

施設が抱える課題

入所者の高齢化と減少にどのように対応していく
か?

最後の時間を長年住み慣れた居室で過ごしたいと
願う入所者にどのように対応していくか?

園内の設備を保守する技能職の後補充は認められ
ず、電気、水道、温泉、ボイラーなどのライフラ
イン業務を担う職員をどのように確保していくか?

ハンセン病の正しい知識の普及啓発と歴史的建造
物の保存をどう進めいくか?

園の将来構想をどのように進めていくか?



草津白根山 浅間山

春



夏



秋



冬



猪も一家で出没



日本カモシカ



熊出没注意!!    捕獲されました



湯畑

観光名所は多数



西の河原公園



楽しい園（笑ん）での生活

草津の見所②

コケ

チャッボミゴケ



野反湖

トレッキング入門者大歓迎



バトミントン

週二で参戦中



特に今年は雪が多かった



シーズン中はほぼ毎日除雪です



目標:今年はゲートボール覚えます



スポーツを通して親交を高め、
お互いに打ち解けやすい環境を作って
はじめて
スタートラインに立つことができる。

ご視聴できないのが残念です



ご視聴できないのが残念です



栗生楽泉園
社会交流会館

入所生活の歴史展示コーナー
高い塀と何重もの扉で閉ざさ
れた特別病室と言う名の監獄

施設に隣接される２つの資料館

資料館内では、現代では確実に治るようになったハンセン病についての解説や、患者の隔
離政策についてのこと、そして重監房における収監者の証言の映像やパネルによる展示、
発掘調査による出土品、さらにリアルに造られた実寸大の監房の再現展示がされています。
それらの展示、映像を見ながらの見学により、ハンセン病患者の差別や偏見の苦悩、そして
重監房に収監された方々が、いかに過酷な環境の中での日々であったかを、見て体感す
ることができます。





ご清聴ありがとうございました

入所者さんたちの高齢化進んでおり、今後さらに人数が減っていくことになります。入所者がいな
くなったら楽泉園はどうなってしまうのでしょうか?
ハンセン病の歴史を知る上でも重要な存在である楽泉園を是非残してほしいと思います。そして
我々はハンセン病療養所だから草津だから栗生楽泉園だからできる事を模索しながら務めて参
ります。本日は皆さんに楽泉園の一部ではございますがご紹介できたことは本当によかったと思
います。ご興味持たれた方は観光のかたわら楽泉園にお立ち寄りください。


